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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・教育委員会より
　2/6（火）の法人研修は外部講師のため、出席者は時間厳守し、開始時間前には着席して
いること。
・加湿空気清浄器を4台青陽館に設置することになり、本日2台届いている。設置場所を考えながら使用していくこと。
[提出物]

・1月月報⇒2/5（月）8：00まで分

・1月経過録⇒2/7（水）までにアップロード

・評価：転倒・転落アセスメント、LASMI⇒2月中に実施

［研修］
・2/6・9　第6回法人研修「成年後見と人権擁護」

・2/11　発達障害に関する研修：申し込みは各自で行うこと
・2/20・21　第9回院内研修「処遇制限」

・2/14　依存症への理解を深める県民フォーラム：申し込みは各自で行うこと
＜青明舎利用者様情報＞

・高柳　和子　様～右膝痛があったことから滝沢整形外科を受診したとのこと。診断の結果は異常はなく、湿布と塗り薬が処方になったと報告している。その他、デイケアへの電話連絡の方法や確定申告提出に関する相談をしており、スタッフと相談しながら大きな問題なく対処することができている。

・駒木　洋士　様～青明舎での調理実習後、エプロンをなくしたと話している。本人はどこに置いたか記憶にないとのこと。現状気分の高揚さは継続しており、話しかけの多さや長時間活動室で過ごすことがあるとのこと。

・平　京子　様　～当院での血液検査で、HbA1cが6.4から6.5に増え、主治医から野菜をしっかりと摂るように助言を受けたと話している。

・船場　幸子　様～1/18デイケア来所時に転倒し、1/19奥寺整形外科を受診。肋骨骨折と診断され、ラジオ体操等の運動はしないように言われたと話している。痛みは軽度あるとのことだが、問題なく対処できているとのこと。

・我満　奈津紀様～定期訪問時体調不良を訴えている。詳細を聞くと、乳がん検診の検査結果や、交際相手にプロポーズされたことについての不安があるとのこと。1/31に検査結果を聞くとのことで、あまり不安を感じすぎないように過ごしていくよう助言している。交際相手に関しては、もし再婚した際には、実家の管理をしなければいけないためすぐに一緒に住むことができないと言われているとのことで、本人は一緒に住むまでは現在の生活を継続するとのこと。すぐに入籍するのではなく、金銭管理を考えながら落ち着いて考えていくよう助言している。

・福井　彩　様　～1/27来所しており、1/25八戸赤十字病院受診中に具合が悪くなることがあったと報告している。その際に入院治療を勧められたとのことだが断り、1人でアパートに居ないようにと言われたとのこと。1/31はデイケアを利用するとのことで、自身の体調に注意し、入院治療も考えながら過ごしていくよう促している。

・東海林　紀子様～1/27来所しており、左目の充血や痛みがあり、目薬で対処しているとのこと。今後も対処を続けるよう促している。また、自宅で食事を食べてきたと話すが、来所後カップラーメン、コーラ500ml2本、ミルクティーを摂取するなど、飲食料の多さが目立っていたとのこと。

＜グループホーム利用者様情報＞

・冨田　紀子　様～八戸市民病院へ入院中であり、今後の目処ははっきりしていない状況。本人は退院後グループホームに戻ることを希望しており、今後ヘルパーの利用など、利用制度について考えていくとのこと。

・船場　幸子　様～1/19肋骨骨折と診断されており、現在治療を継続中。湿布やコルセットを使っており、問題なく対処できている。

・繁名　和恵　様～最近眠気の強さが目立っており、本人へ主治医へ相談してみるように助言しているとのこと。

・古舘　ヨリ　様～鹿内眼科にて、眼底出血治療のためのレーザー治療を受けており、来週再度受診するとのこと。また、八戸赤十字病院糖代謝科を受診しており、血糖値が220mg/dlとなっている。血糖値に注意するよう言われているが、食事内容を注意してもスタッフの助言を受け入れず、実践できていないことがあるため、今後も注意しながら対応していく。

・田中　一　様　～最近睡眠が不安定との相談がある。様子を見ながら主治医へ相談してみるよう促している。

・若松　邦生　様～2/1にデイケアを終了し、ナイトケアに移行予定であり、2/2サービス担当者会議実施予定となっている。先日母様と携帯電話購入の手続きをしており、携帯電話の操作がわからないと話しているが、自分なりに対処しているとのこと。

・村上　元道　様～2/1より就労継続支援A型レットコンパスの利用を開始し、2/7にサービス担当者会議実施予定となっている。母様の件については、市役所の虐待案件で対応しており、弟様と分離させることを検討しているが、母様は弟様と農業を行いつつ、自身が一人暮らしをすると考えている様子。本人は「よくわからないから様子見てる」と話しているとのことで、現状は自身の仕事のことを第一に考え過ごしていくよう助言している。

・藤村　翔　様　～金銭面でのストレスはないと話しており、必要に応じて家族に支援してもらいながら一定の管理を行えているとのこと。

・大下　伸治　様～最近パチンコへは行かなくなったと報告しているが、間食量が増え、運動量が減ってきている状況とのこと。

＜利用者様情報＞
デイケア

・上川原　豊　様～来所時に、空包を一緒に確認すると、今朝までの空包が全て揃っており、昼食後の服薬もスタッフの前で確実に行っている。最近ぼんやりとし居眠りをしていることが多い為、午後のプログラム参加時の様子に注意しながら関わっていく。
・佐々木　理佳様～来所し「話を聞いて欲しいです。話だけしたら帰ります」と話し、スタッフに今の自分の病気や治療や家族関係について話している。病気に関しては幻聴は続いているが今は現実か幻聴か区別できるようになり、たまに叫んでしまうことがあるがそれは一時的で今は自分一人でも対処できるためもう精神科での治療は必要ないと話している。精神科に通い服薬することが苦痛であり親に言われて泣きながら服薬することもあるとのこと。仕事に関しては親が一般就労ではなく就労継続支援A型から始めることを強く勧めてくるが本人は一般就労で精神科に通わず病気と付き合いながら生活していきたいと話しており1/30に受診の時に担当医に上記内容について伝えたいと話している。今までの経緯を振り返り精神科治療が必要であることを伝えられると「今まではダメでしたが、これからは精神科に通わなくても普通に生活できます。もう幻聴があっても大丈夫です。薬飲んでも幻聴はいつもあるしイライラすることも自然な事なんです。薬で抑えられるのは本当の自分じゃないんです。親は今までいい子にしてたからそれが自分だと思っているんですけど抑えてきたんです」とスタッフをまっすぐ見ながら話している。今後も本人の話を傾聴し、関係機関と情報共有していく。
・上野　千奈津様～北病棟から連絡があり、先週から調子が悪かったが、1/26～1/28外泊で父様の法事中、後ろで黙って立っていたリ、自宅では素っ気ない様子や空笑が見られており、姉様からみて退院は難しいと感じているとのこと。病棟では休ませて回復することを優先するためデイケアは当分休み、今後体験利用を再開する時は再度連絡が来ることになっている。
・寺地　啓喜　様～午前中の作業療法の時間に廊下にて横臥して独語している。スタッフの声掛けに「なにもないです」とすぐに立ち上がっている。スタッフより体調について尋ねると「眠気が強いんです」と話している。独語について尋ねると「してました？」と気づいてない様子が窺える。今後も様子を観察し、不調の様子が見られる際には声掛けしていく。
デイナイトケア
・稲垣　ふき　様～先週金曜日は、前日からの微熱や体の節々の痛みが続き、内科受診のため欠席していた。青風荘より情報提供があり、体調は回復しており風邪症状はみられなく、本日は通所できるとのこと。本日のデイナイトケアでは、来所時の体温35.4℃。昼食後の服薬時、「熱は下がったけれど、ぼやっとはっきりしない」「少し頭が痛い」と話している。引き続き様子観察を行っていく。
・馬渡　武光　様～青風荘より情報提供があり、他者が嗜好品を食べていると近寄って食べようとすることや他者（吉田富秋様）から、切ったリンゴを1つもらい部屋に持って行こうとする所をスタッフが発見することがあったとのこと。本日のデイナイトケアでは、食事時等で上記行動はない。
＜事例検討会＞
カンファレンスシート（　北村　奈美　様　）

実施日：H30年1月29日（月）13：30～14：00

検討内容　目標計画の再検討

	氏名
	北村　奈美　様
	性別
	女
	年齢
	39
	生年月日
	S53.6.11

	主病名
	統合失調症(F20)
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	安定した病状を維持し､地域生活を継続する。

	本人希望
	母とうまく交流できるようになり､地域生活を続ける。

対人技能を向上し､他者と交流する機会を増やす。

	家族希望
	安定した病状を維持し､落ち着いて生活することができる。

	入院歴
	計　1　回（最終：H10.10.2　～　H13.3.31）

	通所歴
	1回目

· 今回：H19.8.10～現在（週2回/水･金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：自宅（母と2人暮らし）


	家族構成





	利用制度
	障害基礎年金1級､自立支援医療費制度､精神障害者保健福祉手帳1級､重度心身障害者医療費助成制度(自己負担額:なし)


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	自宅での生活を継続する
	①生活リズムを整え、自宅から出る機会を作る。
	①デイケアに来所する機会を増やし、徐々に自宅から出る機会へと繋げる。
	①デイケアに来所する機会を増やす。欠席する際はデイケアに連絡し､現状について職員へ伝える。職員は､来所できない理由を探り､来所出来るよう支援する。

	
	②不安等がある際は職員へ相談し、問題を解決することが出来る。
	②不安等を職員へ相談し、解決方法を職員と共に考え、選択出来るようになる｡
	②生活上や､家族・友人とのことで不安になっていることを職員へ相談し､解決方法を検討する。職員は､不安の傾聴を行い､解決方法について自分で考えられるよう話し合う。電話にて相談する際には、話したいことをまとめ、10分程度で話せるようになる。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度）
	今後の対応

	①デイケアに来所する機会を増やし、徐々に自宅から出る機会へと繋げる。
	・デイケアを欠席することが多く、安定した利用は出来ていないが、少しずつ来所することは出来ている。出席率は10月33.3%（3回）、11月12.5%（1回）、12月16.7%（1回）となっている。

・欠席理由は体調不良や準備に時間がかかることを挙げており、欠席時の連絡は自分から連絡することが増えてきている。

・来所時は、スタッフと交流しながら自分のペースでプログラムに参加しており、問題なく過ごしているが、何か活動に取り組むまでに時間を要しており、各種活動を行うことに時間を要している。

・達成度：30%
	利用頻度は増えてきているが、安定して利用することは出来ていない。今後も目標を継続し、来所することによるメリットを伝え、来所を促すことや、来所時に評価を伝える等、デイケア利用頻度を増やせるよう関わっていく。

	②不安等を職員へ相談し、解決方法を職員と共に考え、選択出来るようになる｡
	・対人関係で疲れや不安を感じやすく、対応困難な状況になると、生活リズムの乱れや体調不良へと繋がっている。

・様々な場面で生じた不安や問題に対し、都度担当スタッフと振り返りを実施。本人と対応方法を検討しつつ、実践するように促すと、時間はかかってしまうが、次第に検討した対処法を実践することが出来るようになってきている。

・自身でも担当スタッフと検討した様々な対処法について、「普段でも考えるようにして、できるようになってきてます」と報告することが増えてきている。現状、デイケアでの活動を通じて様々な経験をしており、検討した対処を実践できるようになってきているが、まだ不足している。

・電話での相談が多く、長時間の連絡をすることがあったが、最近は頻度は減少傾向であり、1回10分と枠を決め、自身でも時間を守りながら対応するように心がけている様子が窺える。時間は超過してしまうことがまだある。

・達成度：30%
	検討した対処を実践できるようになってきているが、まだ不足している。電話での相談は変わらずある為、今後も目標を継続し、対処法の実践を促しながら不安や問題への対処ができるよう関わっていく。また、電話に対しては、来所時に相談していくよう促し、電話の時間を短縮できるよう関わっていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	自宅での生活を継続する
	①生活リズムを整え、自宅から出る機会を作る。
	①デイケアに来所する機会を増やし、徐々に自宅から出る機会へと繋げる。
	①デイケアに来所する機会を増やす。欠席する際はデイケアに連絡し､現状について職員へ伝える。職員は､来所できない理由を探り､来所出来るよう支援する。

	
	②不安等がある際は職員へ相談し、問題を解決することが出来る。
	②不安等を職員へ相談し、解決方法を職員と共に考え、選択出来るようになる｡
	②生活上や､家族・友人とのことで不安になっていることを職員へ相談し､解決方法を検討する。職員は､不安の傾聴を行い､解決方法について自分で考えられるよう話し合う。電話にて相談する際には、話したいことをまとめ、10分程度で話せるようになる。


